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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】顔や首に当たる紫外線の遮蔽率を高め、かつ、
帽子の本体部の通気性を維持する手段を提供する。
【解決手段】帽子１は、メッシュ部材で構成した本体部
２とつば部３、及びつば部３の下面に取り付けたシート
部材４とを具える。シート部材４をつば部の下面に設け
ることによって、太陽光や紫外線がつば部を通って着用
者の首及び顔に当たることを防ぐと共に、本体部２の通
気性の良さを維持することができる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　メッシュ状の本体部とつば部とを具える帽子において、前記つば部の下面の少なくとも
一部にシート部材を取り付けたことを特徴とする帽子。
【請求項２】
　請求項１に記載の帽子において、前記シート部材を前記つば部の下面全体に取り付けた
ことを特徴とする帽子。
【請求項３】
　請求項１又は２のいずれかに記載の帽子において、前記シート部材が紫外線遮蔽加工さ
れていることを特徴とする帽子。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載の帽子がさらに、前記つば部の外縁部につば先の
角度を調整する角度調整部材を具えることを特徴とする帽子。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の帽子がさらに、前記本体部内側の下部の少なく
とも一部に汗取り部材を具えることを特徴とする帽子。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の帽子がさらに、前記本体部の下部周囲に帽子の
大きさを調整する部材を具えることを特徴とする帽子。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、帽子に関するものであり、特に、紫外線を遮蔽するメッシュ状の帽子に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　近年、紫外線対策への関心が高まり、日常生活の中で紫外線を遮蔽できる紫外線遮蔽加
工を施した衣類や化粧品が販売されている。その中で特に帽子は、顔や首周りの紫外線を
有効に遮蔽でき、手軽に使用できることから多くの人に使用されている。
【０００３】
　帽子によって顔や首周りの紫外線を有効に遮蔽するためには、帽子の生地の隙間を小さ
くすることが有効である。従って、紫外線遮蔽を目的とする帽子は、隙間の多い麦藁帽子
や編み上げの帽子などのメッシュ状の帽子よりも織り目の詰まった布地製の帽子が好まし
い。しかし、布製の帽子は通気性が悪いため、帽子内部が蒸れてしまい頭が暑くなってし
まうという問題がある。一方で、麦藁帽子や編み上げの帽子などメッシュ状の帽子は、紫
外線遮蔽率は小さいものの通気性が良いという利点を有している。
【０００４】
　これまで紫外線を有効に遮蔽するように構成した帽子に関する発明として、つば部の上
面に紫外線カット素材で作られたつばを重ねて取り付けた帽子や、紫外線カット素材で作
られたヴェールをつば部に取り付けて周囲に垂らす構造の帽子が提案されてきた（特許文
献１及び２）。しかし、文献１は、帽子と新たなつばが別体であるため、本来の帽子と新
たなつばを別々に持ち運ばなければならないという問題がある。一方、文献２の帽子は、
顔周辺にヴェールが垂れるため、顔周辺の通気性が悪く不快な上、周囲が見えにくく危険
であるという問題がある。
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－２９４５１０号公報
【特許文献２】特開２００５－３５０８３８号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
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　本考案は、顔や首に当たる紫外線の遮蔽率を高め、かつ、帽子の本体部の通気性を維持
する手段を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を解決すべく、本考案は、メッシュ状の本体部とつば部とを具える帽子におい
て、前記つば部の下面の少なくとも一部にシート部材を取り付けたことを特徴とする。
【０００８】
　さらに、本考案にかかる帽子において、前記シート部材を前記つば部の下面全体に取り
付けたことを特徴とする。
【０００９】
　さらに、本考案にかかる帽子において、前記シート部材が紫外線遮蔽加工されているこ
とを特徴とする。
【００１０】
　本考案にかかる帽子がさらに、前記つば部の外縁部につば先の角度を調整する角度調整
部材を具えることを特徴とする。
【００１１】
　本考案にかかる帽子がさらに、前記本体部内側の下部の少なくとも一部に汗取り部材を
具えることを特徴とする。
【００１２】
　本考案にかかる帽子がさらに、前記本体部の下部周囲に帽子の大きさを調整する部材を
具えることを特徴とする。
【考案の効果】
【００１３】
　本考案によればメッシュ状の帽子のつば部下面にシート部材を取り付けることで、つば
部を通って顔や首に当たる太陽光や紫外線の遮蔽率を高め、かつ、帽子本体部の通気性を
維持することが可能となる。また、シート部材をつば部の下面のみに取り付けるようにし
ているため、帽子本来の外観を維持することができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１４】
　図１及び２に、本考案にかかる一実施例による帽子を下側からみた斜視図及び上側から
みた斜視図を示す。図１及び図２に示すように、本考案にかかる帽子１は、メッシュ部材
で構成した本体部２とつば部３、及びつば部３の下面に取り付けたシート部材４とを具え
る。シート部材４をつば部の下面に設けることによって、太陽光や紫外線がつば部を通っ
て着用者の首及び顔に当たることを防ぐと共に、本体部２の通気性の良さを維持すること
ができる。
【００１５】
　本実施例では、シート部材４をつば部３の下面全体に設けているが、つば部３の下面の
紫外線の遮蔽を所望する部分にのみ設けてもよい。シート部材４の素材は、限定されるも
のではないが、紫外線をより有効に遮蔽するため、紫外線遮蔽加工を施した素材を使用す
ることが好ましい。本実施例では、ＵＶカット素材である「エスモ（登録商標）」（株式
会社クラレ製）を使用したポリエステルと綿素材でできた布地から成るシート部材を使用
しているが、これに限定されない。なお、シート部材４は、縫合、接着などの方法でつば
部３の下面に取り付けることができる。
【００１６】
　本実施例では、帽子本体を構成するメッシュ部材は紙で作られている。しかし、特にこ
れに限定されるものではなく、アクリルやポリエステルなどの化学繊維や、麦藁や綿など
様々な材料を用いることができる。　
【００１７】
　図３及び４に、本考案にかかる別の実施例による帽子を下側からみた斜視図及び上側か
らみた斜視図を示す。この実施例は、後述する点以外は図１及び２に示した実施例と同じ
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である。すなわち、帽子１は、つば先の角度を調整する角度調整部材５（外部から見えな
いので点線で示す）、汗取り部材６、本体部の大きさを調節する調整部材７を具えている
。図５につば先の角度及び本体部の大きさを調整した状態の帽子を示す。
【００１８】
　角度調整部材５は、折り曲げ自在な軟質のワイヤーであり、外から見えないようにつば
部３の外縁部におけるつば部３とシート部材４の間に設けられている。角度調整部材５が
軟質であることによって、本体部２に対するつば部３の外縁部の角度を調整して顔や首周
りの所望の部分に当たる紫外線を有効に遮蔽することができる。さらに、帽子１を折り畳
むときに角度調整部材５が邪魔にならずにつば部３を折り畳むことができる。本実施例で
は、角度調整部材５はポリエチレン製のワイヤーであるが、特にこれに限定されるもので
はなく、その他の折り曲げ自在な軟質性の素材を使うことができる。
【００１９】
　本実施例の汗取り部材６は、本体部２の内側下部の周囲に粘着剤によって貼り付けられ
ており、帽子本体部２から脱着可能である。汗取り部材６を交換することによって、帽子
を清潔に保つことができ、これは麦わら帽子や紙製の帽子などの洗濯できない帽子では特
に有用である。
【００２０】
　本実施例の汗取り部材６は、パイル地の綿を主とした素材でできているが、特にこれに
限定されるものではなく、麻などの天然繊維やレーヨンなどの化学繊維など、特に、吸水
性の高い素材で構成することが好ましい。汗取り部材６は、繰り返し使用できるようにし
てもよく、使い捨てタイプにしてもよい。
【００２１】
　調整部材７は紐状であり、本体部２の下部周辺にメッシュ部材の編み目を通して設けら
れている。調整部材７を引っ張ることによって、帽子１の本体部２の大きさ（周囲）を調
節することができる。帽子１の本体部２の大きさを調節した後、調整部材７を結んで留め
ることで帽子１の本体部２の大きさを維持して、使用中、帽子の脱落を防ぐことができる
。
【００２２】
　調整部材７の取付方法は、編み目を通すことに限定されるものではなく、本体部２の大
きさを調整できるように取り付けられていればよい。帽子１の本体部２の大きさは、調整
部材７にコードストッパーなどの留め具を設けて調整するようにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　本考案は、帽子の製造に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１は、本考案にかかる一実施例による帽子の斜視図である。
【図２】図２は、本考案にかかる一実施例による帽子の斜視図である。
【図３】図３は、本考案にかかる別の実施例による帽子の斜視図である。
【図４】図４は、本考案にかかる別の実施例による帽子の斜視図である。
【図５】図５は、本考案にかかるつば先の角度及び本体部の大きさを調整した状態の帽子
の一実施例の斜視図である。
【符号の説明】
【００２５】
　１　　帽子
　２　　本体部
　３　　つば部
　４　　シート部材
　５　　角度調整部材
　６　　汗取り部材
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　７　　調整部材

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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